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漱石研究にも欠かせない

仙台近郊の秋保温泉には小宮が「磊磊峡」と名づけた
美しい観光名所があります。

　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、夏
目
漱
石
の
遺
族
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
膨
大
な
蔵
書
が「
漱
石
文
庫
」と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
寄
贈
を
実
現
し
た
の
が
、当
時
、附
属
図
書
館
長
を
し
て
い
た
小

宮
豊
隆
で
し
た
。漱
石
の
門
人
で
あ
っ
た
小
宮
が
漱
石
夫
人
と
の
交

渉
に
当
た
り
、1
9
4
4
年
に
移
管
手
続
き
を
完
了
し
た
の
で
す
。

　
小
宮
豊
隆
は
1
9
2
3
│

2
4
年
に
ヨ
ー
ロッ
パ
に
留
学
し
た

後
、25
年
に
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
に
就
任（
在
籍
期
間

1
9
2
5
│

4
6
）、ド
イ
ツ
語
、ド
イ
ツ
文
学
の
教
育
、研
究
に
携

わ
り
ま
し
た
。ま
た
、東
京
帝
国
大
学
独
文
科
で
学
ん
で
い
た
時

代
に
漱
石
門
下
と
な
っ
た
小
宮
は
、寺
田
寅
彦
や
芥
川
龍
之
介
ら

と
交
流
し
、能
、歌
舞
伎
、俳
句
な
ど
の
伝
統
芸
術
に
も
造
詣
が
深

い
文
学
者
で
あ
り
、仙
台
で
は
、同
僚
の
阿
部
次
郎
ら
と
共
に
文
学

サ
ロ
ン
な
ど
も
開
き
、文
学
の
普
及
に
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
幅
広
い
活
動
の
中
で
蓄
積
さ
れ
た
蔵
書
や
研
究
資
料

が
、東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
個
人
文
庫
の一つ
で
あ
る「
小
宮
文

庫
」と
な
って
い
ま
す
。漱
石
研
究
上
重
要
な
資
料
を
は
じ
め
、ト

ル
ス
ト
イ
、プ
ラ
ト
ン
、森
田
草
平
、志
賀
直
哉
、武
者
小
路
実
篤
の

作
品
な
ど
も
含
め
た
多
彩
な
文
庫
と
な
って
い
ま
す
。

小宮文庫
巻
頭
レ
ポ
ー
ト

20

文
学
部
ゆ
か
り
の
宝
も
の

小
宮
文
庫

１
８
７
６
年
に
は
電
話
で
の
会
話
が
成
功
し
、そ
れ
よ
り
１
８
４
３
年
に
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
発
明
さ
れ
て
、電
送
に

よ
る
情
報
伝
達
と
情
報
蓄
積
と
い
う
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
。そ
し
て
、近
年
の
パソ
コ
ン
通
信
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
進
化
に
よ
り
、伝
達
、蓄
積
量
は
ケ
タ
違
い
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
間
、伝
達
の
媒
体
も
ま
た
電
線
か
ら
無

線
で
の
携
帯
電
話
や
無
線
L
A
N
、W
i
‐
F
i
に
変
わ
り
、さ
ら
に
は
量
子
や
素
粒
子
の
利
用
に
ま
で
進
化
し

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。パソ
コ
ン
な
ど
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
電
気
も
ま
た
送
電
線
を
必
要
と
せ

ず
、宇
宙
空
間
で
発
電
し
て
地
球
へ
無
線
送
電
す
る
道
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
は「
手
段
」の
話

で
あ
る
。私
た
ち
の
思
考
の
範
囲
で
は
、い
ず
れ
電
線
も
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、ど
こ
ま
で
で
も
変
化
し
て
い
く
こ

と
は
想
定
内
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、利
用
し
て
い
く
か
。そ
れ
こ
そ
が
、

私
た
ち
の
思
考
の
力
で
あ
り
、愉
し
み
で
は
な
い
か
。
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巻
頭
シ
リ
ー
ズ

「
臨
床
宗
教
師
」養
成
講
座
の
現
在
、そ
し
て
こ
れ
か
ら9

東
北
大
学
文
学
部
の
歴
代
研
究
者
メ
モ
リ
ア
ル
　
弓
道
と
禅
に
打
ち
込
ん
だ
哲
学
者

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
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ル
博
士
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漱
石
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力
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写真は晩年の小宮豊隆

小宮文庫の書棚
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臨床宗教師研修追悼巡礼（名取市）

「
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
」開
設
か
ら
の
あ
ゆ
み

「
臨
床
宗
教
師
」養
成
活
動
の

現
在
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

　

東
北
大
学
文
学
研
究
科
に
は
、東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
の
中
か
ら
2
0
1
2
年
度
に
始
ま
っ
た「
臨
床
宗
教
師
」を
養
成

す
る「
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
」が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
と
津
波
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
の
被
災
地
で
は
、地
元
の
宗
教
者
、医
療
者
、研
究
者
が
連
携
し
て
取
り

組
ん
だ「
心
の
相
談
室
」な
ど
、被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の
た
め
の
支
援
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。宗
教
者
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

宗
教
の
立
場
を
超
え
て
連
携
し
、支
援
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が一つ
の
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
こ
か
ら
、さ
ま
ざ
ま

な
信
仰
を
持
つ
人
々
の
宗
教
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
洞
察
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
専
門
職（「
臨
床
宗
教
師
」と
命
名
）の
育
成
を
行
う
た
め
に
、地
元
の
宗
教
界
な
ど
の
支
援
を
受
け
て「
実
践
宗
教

学
寄
附
講
座
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

宗
教
学
研
究
室
主
任・鈴
木
岩
弓
教
授（
宗
教
民
俗
学
）を
代
表
に
、谷
山
洋
三
准
教
授（
臨
床
死
生
学
）、高
橋
原
准
教
授

（
宗
教
心
理
学
）の
体
制
で
、臨
床
宗
教
師
研
修
な
ど
を
実
践
。5
年
目
に
入
っ
た
2
0
1
6
年
現
在
、東
北
大
学
の
講
座
か
ら

は
1
4
1
名
の
修
了
者
が
臨
床
宗
教
師
と
な
っ
て
地
域
社
会
へ
と
飛
び
立
っ
て
い
ま
す（
2
0
1
6
年
度
末
に
は
1
5
2
名
の

予
定
）。

　

こ
の
間
、活
動
は
全
国
へ
と
拡
大
。龍
谷
大
学
、鶴
見
大
学
、高
野
山
大
学
、武
蔵
野
大
学
、種
智
院
大
学
、上
智
大
学
で
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、2
0
1
6
年
2
月
に
は「
日
本
臨
床
宗
教
師
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。そ
し
て
2
0
1
6
年

8
月
に
は
、N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
の『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
』で
も
、医
療
や
介
護
の
場
で
の
臨
床
宗
教
師
の
仕
事
ぶ
り
が
紹
介

さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
至
って
い
ま
す
。

　

東
北
大
学
文
学
研
究
科
で
は
、2
0
1
7
年
度
か
ら
は
鈴
木
教
授
の
退
職
に
伴
い
、宗
教
学
研
究
室
主
任
で
あ
る
木
村
敏
明

教
授（
宗
教
人
類
学
）が
寄
附
講
座
主
任
を
兼
務
す
る
予
定
で
す
。そ
の
よ
う
な
変
化
も
含
め
て
、東
北
大
学
の「
実
践
宗
教
学

寄
附
講
座
」と
臨
床
宗
教
師
養
成
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、現
在
の
姿
と
、こ
れ
か
ら
へ
の
道
筋
を
俯
瞰
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、こ
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
等
に
つい
て
は
、2
0
1
3
年
7
月
発
行『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
v
o
l.

8
』巻
頭
の〈「
実
践
宗
教

学
寄
附
講
座
」と「
臨
床
宗
教
師
」育
成
の
、こ
れ
か
ら
〉で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。ま
た
、鈴
木
教
授
の〈「
臨
床
宗
教
師
」の

誕
生　

公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
者
の
あ
り
方
〉と
題
し
た
論
文（『
他
者
論
的
転
回
』所
収
。2
0
1
6
年
3
月
）が
、考
え

方
と
経
過
を
概
括
し
て
い
ま
す
。ご
参
照
く
だ
さ
い
。

巻頭レポート

鈴木岩弓教授 木村敏明教授 谷山洋三准教授 高橋原准教授

　
宮
城
県
で
は
、震
災
ま
も
な
く
の
時
期
か
ら
仙
台

仏
教
会
と
仙
台
キ
リ
ス
ト
教
連
合
が
協
働
し
、宮
城

県
宗
教
法
人
連
絡
協
議
会
の
活
動
と
し
て
、斎
場
の一

角
に
机
を
置
い
て「
心
の
相
談
室
」と
名
づ
け
、遺
族
の

求
め
に
応
じ
て
宗
派
や
宗
教
を
超
え
た
弔
い
や
お
祈

り
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、そ
れ
に
賛
同
し
た
人
々

が
声
を
上
げ
、集
ま
り
、2
0
1
1
年
5
月
に
は
、よ

り
組
織
的
な
活
動
と
す
る
た
め
に
新
し
い「
心
の
相

談
室
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　
そ
の
事
務
局
長
と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
が
、鈴
木

岩
弓
教
授
で
す
。岡
部
健
室
長（
医
療
法
人
爽
秋
会

理
事
長
。東
北
大
学
医
学
部
卒
。2
0
1
2
年
9
月

没
）と
相
談
し
、さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
を
持
つ
人
々
の
宗

教
的
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
の
洞
察
か
ら
、東
北
大
学
文

学
研
究
科
に「
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
」を
開
き
、

「
臨
床
宗
教
師
」の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
へ
と
進
ん

だ
の
で
す
。講
座
の
機
関
誌
で
あ
る『
東
北
大
学
実
践

宗
教
学
寄
附
講
座
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』の
創
刊
号

（
2
0
1
2
年
9
月
発
行
）で
は
、講
座
開
設
の
ご
挨

拶
で
、次
の
よ
う
に
メッ
セ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
前
略
）こ
の
講
座
は
、諸
宗
教
が
協
力
し
合
い
、学

び
合
う
環
境
を
と
と
の
え
、日
本
的
チ
ャ
プ
レ
ン
と
で

も
い
う
べ
き
専
門
職（
仮
に「
臨
床
宗
教
師
」と
呼
ん

で
い
ま
す
）の
育
成
を
行
う
た
め
に
、地
元
の
宗
教
界

な
ど
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
の
設
置
期
限
は
さ
し
あ
た
り
3
年
間
で
、基

礎
研
究
を
行
い
な
が
ら
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

「
臨
床
宗
教
師
」を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。第
一回
の
研
修
を
2
0
1
2
年
10
月
か
ら
開

始
す
る
た
め
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、「
臨
床
宗
教
師
」と
は
、公
共
空
間
で

心
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
宗
教
者
を
意
味
す

る
も
の
と
し
て
、英
語
の「
チ
ャ
プ
レ
ンchaplain

」の
訳

語
と
し
て
故
岡
部
健
医
師
が
考
案
し
た
名
称
で
す
。

布
教
や
伝
道
を
行
う
の
で
は
な
く
、相
手
の
価
値
観

を
尊
重
し
な
が
ら
、仏
教
、キ
リ
ス
ト
教
、神
道
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
信
仰
を
持
つ
宗
教
者
が
協
力
し
、宗
教
者

と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
て
、苦
難
や
悲
嘆
を
抱
え

る
方
々
に
寄
り
添
い
ま
す
。

◆　
東
北
大
学
文
学
研
究
科
の
実
践
宗
教
学
寄
附
講

座
運
営
委
員
会
で
は
、2
0
1
2
年
9
月
に「
臨
床

宗
教
師
倫
理
綱
領
」、2
0
1
5
年
5
月
に「
臨
床

宗
教
師
倫
理
規
約（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」を
制
定
し
、講

座
の
運
営
、臨
床
宗
教
師
育
成
に
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。

■臨床宗教師倫理綱領（はじめに及び抜粋）

　宮城県宗教法人連絡協議会等の支援を受けて設立された「心
の相談室」は、東北大学大学院文学研究科に開設された「実践宗
教学寄附講座」の運営に協力するため、「実践宗教学寄附講座運
営委員会」を設置した。実践宗教学寄附講座では、宗教・教派・宗
派の立場をこえて人々のニーズに応える「臨床宗教師」の育成を目
指している。実習を含めた臨床宗教師の現場での活動を適切なも
のにするべく、関係者は本倫理綱領を共有する。
＜ケア対象者の人間として、個人としての尊厳を尊重する＞（説明略）
＜人種、性、年齢、信仰、国籍等によって差別しない＞（説明略）
＜ケア対象者の信念、信仰、価値観の尊重＞（説明略）
＜臨床宗教師自身の信仰を押しつけない（ケア対象者の信念・信
仰、価値観の尊重）＞（説明略）
＜ケア対象者に関する情報の守秘義務＞（説明略）
＜アドボカシー（ケア対象者のエンパワーメント）＞（説明略）
＜情報の適切な扱い＞（説明略）
＜臨床宗教師としての適切な振舞＞（説明略）
＜所属組織の規律遵守＞（説明略）
＜同僚との良好な関係の維持＞（説明略）
＜他の組織との良好な関係の維持＞（説明略）
＜宗教間の良好な関係の促進＞（説明略）
＜自立的かつ持続的な体制の構築＞（説明略）
＜自己向上義務＞（説明略）

■臨床宗教師倫理規約（ガイドライン）（前文及び抜粋）

　臨床宗教師は同時に宗教者でもある。臨床宗教師としての倫理
と、所属する教団の倫理の双方を遵守することが求められる。すなわ
ち公共空間において活動する場合は、宗教者としての倫理に加えて
臨床宗教師の倫理を守る義務がある。（中略）
　本規約は、「綱領」（注：「臨床宗教師倫理綱領」）の理念尊重の
上、臨床宗教師が陥りがちな倫理問題についてより具体的な注意を
喚起することによって、問題の発生を未然に防ぎ、臨床宗教師の質
を確保・向上させ、ケア対象者の福祉を改善しようとするものである。
　規約の適用は、臨床宗教師研修の受講と共に始まり、研修終了
後もこれを遵守しなければならない。
 １．臨床宗教師は、ケア対象者の自律性を尊重しなければならない。
   （以下、解説略）
 ２．臨床宗教師は、ケア対象者を傷つけてはならない。（以下、解説略）
 ３．臨床宗教師は、ケア対象者を公正・平等に扱わなければならない。
   （以下、解説略）
 ４．臨床宗教師は、活動する公共空間において、そのルールを遵守
 　しなければならない。（以下、解説略）
 ５．臨床宗教師はケア対象者の秘密を守りつつ、派遣先の情報共有
 　のルールを遵守しなければならない。（以下、解説略）
 ６．臨床宗教師は、布教ととられる行為を行わず、地元の宗教者と
 　友好関係を保たなければならない。（以下、解説略）
 ７．臨床宗教師は、ケア対象者と多重関係をもってはいけない。
   （以下、解説略）
 ８．臨床宗教師はケア対象者から金員を受け取り、ケア行為を宗教 
 　的宣伝に使うなど個人的欲求または利益のために行動しては
 　ならない。（以下、解説略）
 ９．臨床宗教師は、自己研鑽と相互研鑽につとめ資質の向上を図
 　らなければならない。そのために臨床宗教師会に所属し、研修会
 　に参加する責務を負う。会の認めるスーパーヴァイザーの指導に
 　もとづき事例を研究する必要がある。（以下、解説略）
１０．臨床宗教師は、その名誉を守り、質を保証するため、倫理綱領お
よび本規約を遵守しなければならない。臨床宗教師としての活
動に倫理的疑義が生じた場合、実践宗教学寄附講座（以下寄
附講座）は、実践宗教学寄附講座諮問委員会（以下諮問委員
会）に諮問する。諮問委員会は設置した倫理委員会に当該案件
を調査・審議させ、処遇案を寄附講座へ答申する。処遇は、注
意、再教育、活動停止、臨床宗教師名称使用の停止などであ
る。（以下、解説略）
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巻頭レポート

2
0
1
6
年
3
月
現
在
、1
4
1
名
の
修
了
者
誕
生

臨
床
宗
教
師
が
医
療
や
介
護
の
場
に
も
着
実
に

　

4
月
に
始
ま
っ
た「
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
」は
、

2
0
1
4
年
度
ま
で
の
3
年
度
で
6
回
の
臨
床
宗
教

師
研
修
と
2
回
の
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
行
い
、93
名

の
修
了
者
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、2
0
1
5
年
4
月
に
は
2
年
度
の
延
長

が
決
ま
り
、4
回
の
臨
床
宗
教
師
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、2
0
1
6
年
8
月
現
在
、新
た

に
48
名
が
修
了
者
と
な
って
い
ま
す
。最
近
で
は
、特

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
力
を
い
れ
て
お
り
、年
間
5

〜
6
回
く
ら
い
に
増
や
し
て
各
地
で
実
践
す
る
形
に

な
って
い
る
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
って
い
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、実
践
活
動
な
ど
の
講
座
の
内

容
は
、そ
の
都
度『
東
北
大
学
実
践
宗
教
学
寄
附
講

座
ニュー
ス
レ
タ
ー
』で
報
告
さ
れ
て
お
り
、受
講
者
の
生

の
声
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、「
東
北
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科 

実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
」の
サ
イ

ト
上（http://w

w
w
.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/

neo/w
iki.cgi

）で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、2
0
1
6
年
3
月
に
は
、谷
山
洋
三
准
教

授
が『
医
療
者
と
宗
教
者
の
た
め
の
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

ケ
ア　

臨
床
宗
教
師
の
視
点
か
ら
』を
出
版（
中
外

医
学
社
）。臨
床
宗
教
師
研
修
で
講
義
さ
れ
て
い
る
内

容
が
、分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
書

は「
0
章　

私
の
歩
み
」「
1
章　

臨
床
宗
教
師
の
モ

デ
ル
」「
2
章　

生
活
の
中
に
あ
る
心
の
ケ
ア
」「
3
章

ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
」「
4
章　

宗
教
的
資
源
を
活

用
し
た
ケ
ア
」「
5
章　

臨
床
宗
教
師
の
可
能
性
」

「
6
章　

臨
床
宗
教
師
の
資
質
」の
構
成
と
な
って
お

り
、帯
に
は
、以
下
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１４年

２０１５年

２０１６年

５月、「心の相談室」結成
１１月、故岡部健先生追悼緊急シンポジウム主催
 　　「医師岡部健が最後に語ったこと」
４月、実践宗教学寄附講座運営委員会設置（２０１５年７月、諮問委員会と改組）
４月、「実践宗教学寄附講座」開設。6回の「臨床宗教師研修」スタート
９月、「臨床宗教師倫理綱領」制定（２０１３年８月改訂）
９月、日本宗教学会２０１２年度学術大会でパネル発表
　　「公共空間における宗教的なケアのありかた：臨床宗教師の可能性」
９月、機関誌『東北大学実践宗教学寄附講座ニュースレター』創刊
１０～１１月、第１回臨床宗教師研修開催
２～３月、第２回臨床宗教師研修開催
３月、パネルディスカッション主催
　　「「東日本大震災と宗教者・宗教学者」のご報告
４～７月、第３回臨床宗教師研修開催　
５月、オンデマンド研修開始
６月、第１回フォローアップ研修開催
１０～１２月、第４回臨床宗教師研修開催
１～３月、スピリチュアルケア講座実施
２月、チャプレン養成をめぐる諸事情についてアメリカ視察
３月、第２回フォローアップ研修開催
５～７月、第５回臨床宗教師研修開催
１０～１２月、第６回臨床宗教師研修開催
１１月、病院におけるチャプレンの活動についてアメリカ視察
１１月、ETV特集「臨床宗教師」
１２月、北海道東北臨床宗教師会発足
以後、関東臨床宗教師会、中部臨床宗教師会、関西臨床宗教師会、中国
地方臨床宗教師会、九州臨床宗教師会発足
この年、「実践宗教学寄附講座」が日本スピリチュアルケア学会認定プログ
ラムに承認
３月、第３回フォローアップ研修開催
３月、国連防災会議（仙台市開催）でパブリックフォーラム「震災と宗教者
　　の役割」主催
４月、「実践宗教学寄附講座」延長。４回の「臨床宗教師研修」スタート
５月、「臨床宗教師倫理規約（ガイドライン）」制定（２０１５年７月改定）
５～７月、第７回臨床宗教師研修開催
９月、関西臨床宗教師フォーラム２０１５共催
１０～１２月、第８回臨床宗教師研修開催
10月～翌年1月、実践宗教学試論２０１６後期（木曜５限）開講
１２月、シンポジウム「いま知りたい臨床宗教師」主催
２月、「日本臨床宗教師会」設立
　　「設立記念シンポジウム臨床宗教教育の可能性」開催
５～７月、第９回臨床宗教師研修開催
８月、NHK総合テレビ『クローズアップ現代』で臨床宗教師特集
９月、機関紙『東北大学実践宗教学寄附講座ニュースレター』１０号発行
１０～１２月、第１０回臨床宗教師研修開催

■臨床宗教師養成に関する5年間のあゆみ

■臨床宗教師の社会実装
　（実習先を含む）

医療福祉（民間）

　

修
了
者
は
全
国
に
飛
び
立
ち
、東
日
本
大
震
災

な
ど
の
被
災
地
へ
、医
療
現
場
や
介
護
現
場
へ
、生
涯

学
習
や
福
祉
教
育
の
現
場
へ
と
、心
の
ケ
ア
が
求
め

ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
躍
の
場
を
見
つ
け
て

い
ま
す
。こ
の
１
年
半
く
ら
い
の
間
に
、急
激
に
雇
用

者
が
増
え
、緩
和
ケ
ア
病
棟
や
在
宅
緩
和
ケ
ア
な
ど

の
現
場
で
の
活
動
が
目
立
って
き
て
い
ま
す
。そ
れ
ら

は
、リ
ス
ト
の
よ
う
な
概
要
と
な
って
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、公
立
病
院
の一員
と
し
て
採
用
さ
れ
て

活
動
し
て
い
る
例
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。例
え
ば

宮
城
県
で
は
、東
北
大
学
病
院
で
す
。東
北
大
学
病

院
で
は
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
雇
用
さ
れ
た
臨
床
宗
教

師
が
週
2
日
ケ
ア
に
携
わ
り
、並
行
し
て
が
ん
カ
フェ

に
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。三
重
県
松
阪
市
の
松
阪
市

民
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟（
週
3
日
）で
も
1
名
雇
用

さ
れ
て
い
ま
す
。京
都
府
で
は
、府
が
資
金
を
出
し
て

臨
床
宗
教
師
に
よ
る
自
死
遺
族
の
ケ
ア
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
民
間
の
医
療
現
場
で
は
、例
え
ば
岐
阜
県

大
垣
市
の
沼
口
医
院
の
臨
床
宗
教
師
に
よ
る
在
宅

緩
和
ケ
ア
な
ど
が
注
目
事
例
に
な
って
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、谷
山
准
教
授
が
著
書
で
医
療
者
に
呼
び

か
け
た
よ
う
な
方
向
へ
と
進
ん
で
い
る
の
で
す
。こ
こ

に
は
、病
院
が
機
能
評
価
の
審
査
を
受
け
た
時
に
、

臨
床
宗
教
師
の
存
在
が
か
な
り
高
く
評
価
さ
れ
る

と
い
う
最
近
の
事
情
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、2
0
1
4
年
12
月
に
は
、東
北
、北
海
道

地
域
の
修
了
者
が
地
域
で
の
連
携
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
の
継
続
を
目
指
し
て
北
海
道
東
北
臨
床
宗
教

師
会
を
発
足
。そ
の
動
き
は
関
東
臨
床
宗
教
師
会
、

中
部
臨
床
宗
教
師
会
、関
西
臨
床
宗
教
師
会
、中
国

地
方
臨
床
宗
教
師
会
、九
州
臨
床
宗
教
師
会
へ
と
拡

大
し
、活
動
の
様
子
は『
ニュー
ス
レ
タ
ー
』の「
各
地
の

動
き
」欄
で
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。

谷山洋三准教授著
『医療者と宗教者のためのスピリチュアルケア』

現場の臨床宗教師　沼口医院 田中至道さん

東北大学実践宗教学寄附講座ニュースレター
第10号（2016年5月15日発行）

ま
す
。

　
絶
望
の
淵
に
立
ち
尽
く
す
人
が
、こ
こ
ろ
の
元
気

と
自
ら
の
生
き
る
力
を
取
り
戻
す
の
に
必
要
な「
わ

た
し
を
支
え
て
く
れ
る
何
か
」を
、そ
の
人
に
寄
り
添

い
、共
に
探
す…

　
そ
れ
が「
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
」で
す
。

　
か
ら
だ
の
ケ
ア
の
プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
医
療

者
の
方
々
に
こ
そ
知
って
い
た
だ
き
た
い
、

　「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
処
方
箋
」が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

医療福祉（公立）
カフェ・デ・モンク
養成大学等

えりも

石巻・仙台

東京

熊本

石巻赤十字病院

東北大

鶴見大

龍谷大

種智院大

高野山大 上智大

武蔵野大

岡部医院

光ヶ丘スペルマン病院

上尾中央総合病院

西奈良中央病院

訪問介護ともしび

特養常清の里

西栄寺訪問介護事業

ささえ愛よろずクリニック

小笠原内科

沼口医院

特養ひかりの園

菊南病院

佼成病院

ホームホスピスにじいろのいえ

アミターバ
（大垣）

奈良県立総合
医療センター

ふくしま在宅緩和ケアクリニック

東北大学病院

松阪市民病院

福山市民病院

永富脳神経
外科病院

大坂 京都

オレンジホーム
ケアクリニック

長岡西病院

新潟県立がんセンター新潟病院

あそかビハーラ病院
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「
日
本
臨
床
宗
教
師
会
」の
発
足

　

2
0
1
6
年
2
月
、よ
り
多
く
の
人
た
ち
の
精
神
的

な
苦
し
み
に
寄
り
添
う
こ
と
を
活
動
目
標
と
す
る
臨

床
宗
教
師
の
全
国
組
織
と
し
て
、日
本
臨
床
宗
教
師

会（Society 
for 

Interfaith 
Chaplaincy 

in 
Japan

）が
発
足
し
、あ
わ
せ
て「
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
臨
床
宗
教
教
育
の
可
能
性
」も
開
か
れ
ま
し
た
。

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所・島
薗
進
所
長
を

会
長
に
、東
北
大
学
文
学
研
究
科
の
実
践
宗
教
学
講

座
に
事
務
局
を
置
き
、谷
山
准
教
授
が
事
務
局
長
と

な
って
活
動
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。谷
山
准
教
授
は

日
本
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
学
会
の
立
ち
上
げ
に
も
関

わ
っ
た
研
究
者
で
あ
り
、日
本
臨
床
宗
教
師
会
の
立

ち
上
げ
に
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
考
え
方
は
、そ
の
時
発
表
さ
れ
た「
設
立
趣
意

書
」に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、東
北
大
学
文
学
研
究
科

の
実
践
宗
教
学
講
座
の
取
り
組
み
の
進
展
が
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。全
文
を
掲
載
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
動
き
は
、現
実
の
も
の
と
な
って
き
た
多
死
社

会
な
ど
を
背
景
に
、医
療
現
場
で
も「
死
」に
向
か
う

心
の
ケ
ア
が
問
わ
れ
る
中
、臨
床
宗
教
師
の
質
を
高

め
、活
動
の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
切
実
に
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
って
い
る
こ
と
の
証
左
で
し
ょ
う
。会
で
は
、

全
国
に
あ
る
6
つ
の
地
方
臨
床
宗
教
師
会
と
連
携・

協
力
し
、講
座
を
持
つ
8
つ
の
大
学
の
修
了
生
に
対
し

て
共
通
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
行
っ
た
り
、養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
向
上
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

加
え
て
、会
で
は
、日
本
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
学
会

と
の
連
携
、「
認
定
臨
床
宗
教
師
」の
統一資
格
の
創
設

な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
注
目
度
は
高

ま
り
、約
3
日
に
1
回
の
比
率
で
全
国
各
地
の
新
聞
、

雑
誌
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
取
り

巻頭レポート

■日本臨床宗教師会「設立趣意書」N
H
K『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
』な
ど
で
も
注
目
の
取
り
組
み
に

　

2
0
1
6
年
8
月
25
日
、N
H
K
総
合
テ
レ
ビ『
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
』で
、「
“穏
や
か
な
死
”を
迎
え
た
い

〜
医
療
と
宗
教　

新
た
な
試
み
」と
題
し
て
、医
療

現
場
で
の
臨
床
宗
教
師
の
取
り
組
み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
し
た
。「
心
の
相
談
室
」〜「
実
践
宗
教
学

寄
附
講
座
」〜「
臨
床
宗
教
師
研
修
」と
進
ん
で
き
た

東
北
大
学
文
学
研
究
科
宗
教
学
研
究
者
た
ち
の
実

践
、そ
し
て
修
了
者
た
ち
の
地
道
な
活
動
が
全
国
的

に
評
価
さ
れ
た
成
果
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

N
H
K
の
ウ
ェブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、番
組
は
以
下

の
よ
う
な
考
え
で
の
オ
ー
プ
ニン
グ
と
な
って
い
ま
す
。

　「
死
ん
だ
ら
あ
の
世
に
い
く
の
か
？
」「
死
ん
だ
ら

無
に
な
って
し
ま
う
の
か
？
」が
ん
な
ど
で
余
命
わ
ず

か
と
な
り
、死
期
が
迫
っ
た
と
き
、誰
し
も
が
抱
く
不

安
や
恐
怖
。こ
れ
ら
の
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
、い
ま

全
国
の
病
院
に
、僧
侶
や
牧
師
が
入
り
、末
期
患
者

に
寄
り
添
い
始
め
て
い
ま
す
。無
宗
教
だ
っ
た
女
性

が
、宗
教
者
の
力
を
借
り
て
、穏
や
か
な
最
期
を
迎

日本臨床宗教師会
Society for Interfaith Chaplaincy in Japan　

設立趣意書
　人はさまざまな苦難の中で自己の支えを失ってしまい、「なぜこのような目にあ
うのか」「生きる意味はどこに」と頭をかかえます。「日本臨床宗教師会（Society 
for Interfaith Chaplaincy in Japan）」は、困難にあえぐ人々の悲しみに寄り添
いつづけた宗教者の伝統と臨床経験を尊重し、「臨床宗教師」の養成に取り
組む諸大学の研究者、宗教、医療、社会福祉等の専門職、臨床宗教師研修
修了生の有志が集い、相互に研鑽し、「臨床宗教師」に関する倫理綱領の遵
守、養成教育・継続教育の支援と連携、実践と教育に関する研究、啓発、資格
認定、関係諸機関との連携を推進することをめざして設立いたします。
　「臨床宗教師（interfaith chaplain）」とは、被災地や医療機関、福祉施設な
どの公共空間で心のケアを提供する宗教者です。「臨床宗教師」という言葉は
、欧米の聖職者チャプレンに対応する日本語として、岡部健医師が2012年に提
唱しました。「臨床宗教師」は、布教・伝道を目的とせずに、相手の価値観、人生
観、信仰を尊重しながら、宗教者としての経験を活かして、苦悩や悲嘆を抱える
人々に寄り添います。さまざまな専門職とチームを組み、宗教者として全存在を
かけて、人々の苦悩や悲嘆に向きあい、かけがえのない物語をあるがまま受けと
め、そこから感じ取られるケア対象者の宗教性を尊重し、「スピリチュアルケア」と
「宗教的ケア」を行います。「臨床宗教師」の呼称は、チャプレン、ビハーラ僧、パ
ストラルケアワーカー等を包み込み、宗教宗派を超えて宗教者が協力する願い
がそこに込められています。仏教、キリスト教、神道など、さまざまな信仰を持つ宗
教者が協力しています。
　2011年の東日本大震災を機に、医師・看護師らによる心のケアと共に、宗教
者による被災地支援活動がさまざまに展開し、悲しみに寄り添う宗教者の社会
的実践が被災者にとって生きる希望となりました。支えたい宗教者自身が被災
者の優しさに支えられ、生きる意味を学びました。これを承けて、2011年に宗教
学者らによって宗教者災害支援連絡会が設立され、2012年から東北大学大
学院文学研究科実践宗教学寄附講座において理論教育と臨床実習を組み
合わせた臨床宗教師研修が始まり、その後、諸大学研究機関もこれに取り組
んでいます。すでに修了者は150名を超え、全国各地で活動しています。ソーシ
ャルキャピタルとしての宗教の役割が見直され、社会から臨床宗教師への期待
も高まりつつある中で、「日本臨床宗教師会」は、現場に立つ者と教育を担う者
が協力して、臨床宗教師の教育と実践を支援し、そのあるべき姿を検討する共
通基盤を構築してまいります。将来的には、臨床宗教師が新しい専門職として
心のケアを実践するために、臨床宗教教育の継続研修に基づいて「臨床宗教
師」資格認定制度を確立することを視野にいれています。
　さかのぼれば、チャプレン、教誨師、パストラルケアワーカー、ビハーラ僧、スピリ
チュアルケアワーカー、スピリチュアルケア師、臨床仏教師、もしくは寺社教会の
内外での社会貢献などさまざまな形で、宗教者は世界の安寧を願い、苦悩する
人々のために献身してきました。「日本臨床宗教師会」はこうした先駆者たちに
敬意を払いつつ、公共空間でケアを提供する宗教者の研鑽と、学び合いの場
を作ります。大いなるものの慈しみにいだかれて、謙虚に自己をふりかえります。
　あらゆる領域において、苦悩する人々に寄り添い、祈り、光を届けられる社会
になるよう、貢献したいと思います。

2016年2月28日
日本臨床宗教師会役員一同

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
6
年
版『
現
代
用
語
の

基
礎
知
識
』に
も
、「
臨
床
宗
教
師
」の
項
目
が
掲
出

さ
れ
ま
し
た
。〈
公
共
的
な
施
設
で
働
く
宗
教
者
を

指
す
一般
的
用
語
。東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
し
て
、

2
0
1
2
年
度
よ
り
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
に
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
が
設
け
ら
れ
た
。14
年

度
に
は
龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究
科
に

臨
床
宗
教
師
研
修
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
。〉と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

日本臨床宗教師会発足式

え
る
ド
キ
ュメ
ン
ト
。タ
レ
ン
ト
の
壇
蜜
さ
ん
と
、現
役

緩
和
ケ
ア
医
と
共
に
、新
た
な
“死
の
処
方
箋
”を
考

え
ま
す
。

　

◆

　

番
組
で
は
、そ
も
そ
も
臨
床
宗
教
師
の
必
要
性
を

最
初
に
訴
え
始
め
た
の
は
岡
部
健
医
師
で
あ
り
、そ

の
考
え
に
賛
同
し
、活
動
に
協
力
し
て
い
た
東
北
大
学

で
2
0
1
2
年
か
ら
臨
床
宗
教
師
の
養
成
が
始
ま
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、今
で
は
8
つ
の
大
学
に
広

が
り
、全
国
40
の
都
道
府
県
で
、お
よ
そ
2
0
0
人
の

臨
床
宗
教
師
が
誕
生
し
て
い
る
と
説
明
。医
療
や
介

護
の
現
場
に
入
って
い
る
臨
床
宗
教
師
の一人
と
し
て
、

東
北
大
学
の
寄
附
講
座
を
修
了
し
、岐
阜
県
大
垣
市

の
ホ
ス
ピ
ス
で
余
命
わ
ず
か
な
患
者
さ
ん
と
家
族
に

対
応
し
て
い
る
野
々
目
月
泉
さ
ん
の
姿
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
に
よ
って
、医
療
や
介
護
の
現
場
で
の
切

実
な
心
の
ケ
ア
の
問
題
と
臨
床
宗
教
師
の
関
係
が
、一

段
と
身
近
な
も
の
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

臨床宗教師研修追悼巡礼（石巻市）

現場の臨床宗教師　沼口医院 野々目月泉さん「臨床宗教師」の提唱者岡部健医師

現場の臨床宗教師 樋口泰巧師 カフェ・デ・モンク in 熊本（日本福音ルーテル大江教会、熊本市）

現場の臨床宗教師 九州臨床宗教師会の皆さん 熊本震災支援（益城町）

臨床宗教師研修風景（グループワーク） 臨床宗教師研修風景（講義）



『新訳 弓と禅』魚住孝至／訳・解説　角川ソフィア文庫 「実践宗教学試論」のチラシ

授業風景

  オイゲン・
ヘリゲル博士

  オイゲン・
ヘリゲル博士

11

89

Eugen Herrigel

弓道と禅に打ち込んだ哲学者

1941年版『日本の弓術』より借用したヘリゲル博士の姿

　２０１５年12月、東北帝国大学法文学部の西洋哲学史第二
講座で哲学と古典語を担当したドイツの哲学者オイゲン・ヘリ
ゲルの『弓と禅』の新訳が、角川文庫から刊行されました。
　１９２４（大正13）－２９年（昭和４）に講師の職にあったヘリ
ゲルは、仙台で弓道に魅惑され、ドイツ帰国後に行った講演
をまとめた『武士道的な弓道』（Die ritterliche Kunst des 
Bogenschiessens １９３６年）と『弓と禅』（Zen in der Kunst 
des Bogenschiessens 「弓道における禅」（１９４８年）を著作。
講演は『日本の弓術』のタイトルで岩波文庫版となってこれま
で気軽に読めるものとなっていましたが、ようやく講演録も
一緒にまとめられた上で、『弓と禅』の訳書も文庫版で読め
るようになったのです。
　文庫版を一つの足がかりに、東北大学でのヘリゲルの足
跡を辿ってみましょう。

１８８４－１９５５。ドイツのリヒテナウ生まれ、ハイデルベルク大学で哲学博士の学
位を取得した哲学者。１９２４－２９年、東北帝国大学法文学部西洋哲学史第二
講座の講師として、小山鞆絵教授のもと、哲学と古典語を担当。新カント派西南
ドイツ学派の価値哲学を講じるとともに、日本文化にも深い関心と愛情を寄せた。
夫妻共に弓術を愛し、離日後、弓や禅に関する著作も著している。１９３０年には、
「Die metaphysische Form（形而上学的形式）」の論文により東北帝国大学よ
り文学博士の学位を受けた。

『弓と禅』の新訳刊行！！

そ
し
て
、学
部・大
学
院
の
授
業
に
ま
で
発
展

　

臨
床
宗
教
師
養
成
の
成
果
が
拡
大
す
る
と
と
も

に
、実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
の
取
り
組
み
は
、大
学
内

外
で
注
目
が
高
ま
って
い
ま
す
。例
え
ば
、ヨ
ー
ロッパで

も
、昨
年
、一昨
年
、オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
で
初
め
て
実
践

宗
教
学
講
座（Practical Religious Studies

）が
開

か
れ
、宗
教
学
が
社
会
と
関
わ
り
、接
点
に
な
る
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
傾
向
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
日
本
で
は
、近
年
話
題
に
な
って
い
る
地
域

包
括
ケ
ア
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
で
、地
域
住
民

の
情
報
を
た
く
さ
ん
持
って
い
て
、外
に
で
て
い
く
こ
と

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）を
主
眼
と
す
る
臨
床
宗
教
師
は
、こ

れ
か
ら
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
形
成
、再
生
し
て
い
く
上
で

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
って
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
認

識
が
強
ま
って
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、東
北
大
学
で
も
新
し
い
動
き
が

広
がって
い
ま
す
。

　

そ
の一つ
は
、実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
で「
履
修
証

明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
す
。

こ
れ
ま
で
研
修
修
了
者
は
あ
く
ま
で
特
別
講
座
の
修

了
者
で
し
た
が
、こ
れ
を
、総
長
名
で
修
了
証
書
を
授

与
す
る
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
の
取
り
組
み

を
2
0
1
7
年
度
以
降
も
継
続
で
き
な
い
か
と
い
う

模
索
で
す
。文
学
研
究
科
の
中
期
計
画
の
中
に
は
す

で
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、基
幹
講
座
と
し
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
か
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
が
、す
で
に
2
0
1
2
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
、学
部
生
、大
学
院
生
の
た
め
の
授
業

で
す
。臨
床
宗
教
師
研
修
の
た
め
に
出
入
り
す
る
学

外
の一般
人
受
講
者
の
姿
を
目
に
し
、修
了
者
た
ち
が

一
所
懸
命
に
社
会
貢
献
の
た
め
に
働
い
て
い
る
と
い
う

情
報
に
接
し
た
学
生
た
ち
は
、自
ず
と
臨
床
宗
教
師

と
い
う
取
り
組
み
への
関
心
を
高
め
て
き
ま
し
た
。そ

れ
に
応
え
て
開
講
し
た
の
が
、講
義
と
オ
ムニバス
ス
タ

イ
ル
の「
実
践
宗
教
学
試
論
」で
す
。2
0
1
6
年
後

期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
れ
ば
、鈴
木
教
授
、木
村
教
授
、

谷
山
准
教
授
、高
橋
准
教
授
が
講
義
を
受
け
持
って

い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

巻頭レポート



　

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
講
師
と

し
て
哲
学
と
古
典
語
を
担
当
し
て
い
た
ヘ

リ
ゲ
ル
に
つ
い
て
は
、東
北
大
学
史
料
館

に
残
る「
東
北
大
学
法
文
学
部
略
史
」の

ス
タッフ
リ
ス
ト
に
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
『
弓
と
禅
』の
1
9
5
1
年
版
か
ら

1
9
8
1
年
版
ま
で
を
訳
し
た
稲
富

栄
次
郎（
1
8
9
7-
1
9
7
5
。
福

岡
県
生
ま
れ
。
東
北
帝
国
大
学
法
文

学
部
哲
学
科
卒
）・
上
田
武（
稲
富
と

同
期
）は
共
に
東
北
帝
国
大
学
法
文
学

部
卒
業
生
で
あ
り
、ヘ
リ
ゲ
ル
講
師
に
学

ん
だ
人
た
ち
で
す
。『
弓
と
禅
』1
9
8
1

年
版
の
巻
末
に
は
稲
富
栄
次
郎
の「
ヘ
リ

ゲ
ル
先
生
の
想
い
出
」と
い
う一文
が
あ
り
、

ヘ
リ
ゲ
ル
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
か
、

以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

（
前
略
）上
田
と
私
と
は
ど
の
授
業
も

ほ
と
ん
ど
欠
か
さ
ず
聴
講
し
た
同
学

の
友
で
あ
る
が
、そ
の
間
博
士
の
人
格

に
つ
い
て
の
想
い
出
数
々
あ
る
中
で
も
、

特
に
印
象
深
い
の
は
、何
と
言
っ
て
も

学
問
に
対
す
る
、博
士
の
激
し
い
自
信

と
情
熱
と
で
あ
る
。

　

哲
学
の
講
義
は
主
に
新
カ
ン
ト
学

派
、特
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
学
派
の
価
値

哲
学
の
問
題
で
あ
り
、講
読
に
も
ま
た

も
っ
ぱ
ら
ロ
ッ
チ
ェ
や
ラ
ス
ク
な
ど
の
著

作
を
用
い
ら
れ
た
。ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
学

派
の
哲
学
に
関
す
る
限
り
、博
士
は
つ

ね
に
満
々
た
る
自
信
を
も
っ
て
臨
ま
れ
、

講
義
の
途
中
、時
時
同
学
派
の
伝
統
を
、

K
ant-Lotze-W

indelband-R
ickert-

Lask

と
板
書
せ
ら
れ
た
が
、そ
の
時
ラ

ス
ク
の
次
は
い
つ
も
疑
問
符（
？
）を

も
っ
て
結
ば
れ
る
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は

こ
の
疑
問
符
の
主
、外
な
ら
ぬ
我
ヘ
リ

ゲ
ル
こ
そ
、こ
れ
を
継
ぐ
べ
き
代
表
者

で
あ
る
こ
と
を
、言
外
に
漏
ら
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け

先
生
は
ラ
ス
ク
の
愛
弟
子
で
あ
り
、そ

の
全
集
の
編
集
者
で
あ
る
だ
け
に
、ラ

ス
ク
に
関
し
て
は
、我
こ
そ
世
界
の
第
一

人
者
で
あ
る
と
い
う
不
動
の
確
信
を

持
っ
て
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、稲
富
、上
田
氏
ら
は
、ギ
リ

シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
で
の
講
読
な
ど
も
指

導
さ
れ
た
の
で
す
。

　

博
士
は
、カ
ン
ト
に
対
す
る
造
詣
と

共
に
、ま
た
古
典
に
関
す
る
理
解
も
深

か
っ
た
。
上
田
と
私
と
は
、博
士
の
ギ
リ

シ
ャ
語
と
ラ
テ
ン
語
の
講
義
に
、ほ
と
ん

ど
欠
か
さ
ず
出
席
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
語

は
初
級
の
文
法
に
続
い
て
、プ
ラ
ト
ン
の

“

フ
ァ
イ
ド
ン„

と“

シ
ュン
ポ
ジ
オ
ン„
を

読
ん
だ
。
ラ
テ
ン
語
は
ス
ピ
ノ
ザ
の“
エ

テ
ィ
カ„

と
キ
ケ
ロ
の“

義
務
論„

と
を

読
ん
だ
。
今
に
し
て
特
に
忘
れ
が
た
い

の
は
、ギ
リ
シ
ャ
語
上
級
の
授
業
で
あ
る
。

　

ま
ず
、何
ゆ
え
に
、私
が
ま
さ
に
こ
の
弓
道
を
習
お
う
と
企
て
た
の
か
、説
明
す
る

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、す
で
に
学
生
の
頃
か
ら
、神
秘
主
義
、特
に
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
を
詳
し
く

研
究
し
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、こ
れ
を
完
全
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、私
に
は

何
か
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、私
に
は
現
れ
て
き
そ
う
に

は
な
く
、ま
た
ど
こ
に
も
解
明
す
る
道
が
見
出
せ
な
い
究
極
の
も
の
で
し
た
。
私
は

最
後
の
門
の
前
に
立
っ
た
が
、開
け
る
べ
き
鍵
が
私
に
は
欠
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

  

そ
れ
故
、東
北
帝
国
大
学
で
、数
年
間
勤
め
て
み
な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
受

け
た
時
、日
本
の
国
土
と
驚
く
べ
き
民
族
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
可
能
性
を
、喜
ん

で
受
け
入
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て「
生
け
る
」仏
教﹇
禅
﹈に
接
す
る
だ
け
で
な

く
、そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト﹇
1
2
6
0-

1
3
2
7
﹈が
、

あ
の
よ
う
に
称
揚
し
な
が
ら
、そ
れ
へ
と
至
る
道
を
叙
述
し
て
い
な
い「
離
脱
」の
本
質

に
つい
て
、多
少
と
も
詳
し
い
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う

ギ
リ
シ
ャ
語
、ラ
テ
ン
語
も
講
じ
た

ヘ
リ
ゲ
ル

な
ぜ「
弓
術
」に
魅
か
れ
た
の
か

日本の弓術 1941年
岩波書店（柴田治三郎訳）
日本の弓術 1982年
岩波文庫（柴田治三郎訳）
弓と禅 1956年
協同出版（稲富栄次郎・上田武共訳）
弓と禅 1959年
福村書店（稲富栄次郎・上田武共訳）
弓と禅 1981年
福村書店（稲富栄次郎・上田武共訳）
新訳 弓と禅 2015年
角川文庫（魚住孝至訳）

■東北大学図書館でみられる
　ヘリゲルの著作（訳書）

　
で
は
、ド
イ
ツ
で
新
カ
ン
ト
派
西
南
ド

イ
ツ
学
派
の
哲
学
者
と
し
て
の
道
を
進

ん
で
い
た
ヘ
リ
ゲ
ル
は
、な
ぜ
東
北
帝
国

大
学
の
講
師
と
な
り
、仙
台
で
弓
道
に

魅
か
れ
て
いっ
た
の
で
し
ょ
う
か
。『
新
訳 

弓
と
禅
』に
は
、『
日
本
の
弓
術
』と
し
て

独
立
の
文
庫
版
と
な
って
い
た
1
9
3
6

年
の
ベル
リ
ン
独
日
協
会
に
お
け
る
講
演

「
武
士
道
的
な
弓
道
」が
新
訳
で
収
録

さ
れ
、よ
り
具
体
的
に
、「
弓
術
」に
関

す
る
ヘ
リ
ゲ
ル
の
哲
学
的
な
思
索
が
簡

単
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
に
少

「
弓
術
」か
ら
何
を
考
え
た
か

　
こ
の「
武
士
道
的
な
弓
道
」の
講
演
録

の
冒
頭
に
は
、「
弓
術
」に
関
す
る
ヘ
リ
ゲ

ル
の
哲
学
的
な
思
索
が
簡
単
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
前
略
）

　

こ
こ
か
ら
、こ
の
弓
道
の
最
も
内
奥

の
根
底
、射
手
の
自
己
自
身
と
の
対
決

し
長
め
に
引
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

見
通
し
が
開
か
れ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
日
本
に
到
着
す
る
や
い
な
や
、自
分
の
意
図
を
実
現
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、あ
る
人
が
、神
秘
主
義﹇
禅
﹈の
修
行
に
直
接
入
る
の
は
、あ
ま
り
に

も
困
難
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
多
分
見
込
み
が
な
い
こ
と
だ
ろ
う
と
注
意
し
て
く

れ
、日
本
の
道
の一つ
を
習
う
こ
と
か
ら
始
め
る
よ
う
に
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本

の
道
は
す
べ
て
あ
る
程
度
ま
で
仏
教
の
精
神
を
共
有
し
て
い
る
が
、さ
し
あ
た
り「
技

で
掴
む
こ
と
が
で
き
る
」の
で
あ
り
、﹇
そ
こ
か
ら
﹈決
し
て
掴
め
な
い
も
の
、把
握
で

き
な
い
も
の﹇
禅
の
悟
り
﹈へ
と
移
行
し
て
い
く
の
が
容
易
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
ら
で
す
。

　

私
の
妻
は
、華
道
と
墨
絵
を
習
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
が
、私
は
弓
道
に
惹
か
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
、自
分
の
長
年
の
小
銃
と
拳
銃
の
訓
練
が
役
に
立
つ
だ
ろ
う
と
思
っ

た
か
ら
で
す
が
、そ
の
見
込
み
は
ま
っ
た
く
誤
り
だ
っ
た
こ
と
が
後
で
分
か
り
ま
す
。

私
は
、偉
大
な
達
人
・
阿
波
師
の
下
で
す
で
に
何
年
も
稽
古
し
て
い
た
日
本
人
の
同

僚﹇
小
町
谷
操
三
﹈に
、彼
の
師
に
弟
子
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頼
ん
で
ほ
し
い
と

お
願
い
し
た
の
で
す
。

の
本
質
は
何
か
と
問
う
な
ら
ば
、そ
れ

に
与
え
ら
れ
る
答
え
は
、ま
っ
た
く
理

解
し
が
た
い
、謎
め
い
た
も
の
に
聞
こ

え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の

は
、射
手
の
自
己
自
身
と
の
対
決
は
、

自
己
自
身
を
狙
う
が
、ま
た
他
方
自
己

自
身
を
狙
う
の
で
は
な
い
、時
と
し
て

自
己
自
身
を
射
中
て
、他
方
自
己
自
身

を
射
中
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
、弓
道

が
担
っ
て
い
る
根
底
は
底
な
し
で
あ
り
、

無
底
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
す
。
あ
る
い

は
、日
本
の
弓
道
の
達
人
た
ち
の
間
で

使
わ
れ
て
い
る
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、

弓
を
射
る
時
に
は
、「
不
動
の
中
心
」で

あ
る
こ
と
に
全
て
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
、術
は
術
な
き
も
の
に
な
り
、

弓
を
射
る
こ
と
は
、弓
と
矢
で
以
っ
て

射
な
い
こ
と
に
な
り
、射
な
い
こ
と
は
、

弓
と
矢
な
く
し
て
射
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、こ
の
よ

う
な
逆
説
的
な
言
い
方
は
ま
さ
し
く

本
来
的
で
あ
り
、ほ
と
ん
ど
自
明
で
あ

り
事
柄
の
本
質
を
言
い
当
て
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
我
々
に
と
っ
て
は
、そ

れ
は
疑
い
も
な
く
、完
全
に
途
方
に
暮

れ
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
故
、こ
れ
を
さ
ら

に
詳
し
く
話
す
よ
り
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。

弓
道
に
つ
い
て

弓
道
を
学
ん
だ
動
機

11

1011

東北大学法文学部略史
（昭和28年発行）より

「武士道的な弓道」の講演を翻訳した文庫版の
『日本の弓術』

『日本の弓術』１９４１年発行 『弓と禅』１９５６年発行 『弓と禅』１９８１年改版発行
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文学部の研究紹介

す
が
、「
多
少
冷
た
い
人
」の「
多
少
」は「
少
し
」の
意

味
で
す
。
そ
れ
で
は
、「
多
」は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　
「
電
話
は
話
す
た
め
の
機
械
だ
。
そ
れ
以
上
で
も

そ
れ
以
下
で
も
な
い
。」の
場
合
の「
以
上
」、「
以
下
」

は
、「
1
0
0
人
以
上
の
人
が
集
ま
っ
た
」、「
入
場
料
、

20
歳
以
下
は
3
0
0
円
」な
ど
の「
以
上
」、「
以
下
」

と
は
違
っ
て
、何
を
基
準
に
し
て「
以
上
」や「
以
下
」

な
の
か
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、よ
く
こ

の
言
い
方
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
時
、「
以
上
」、「
以

下
」は
、いっ
た
い
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
最
高
の
傑
作
」は
い
い
の
で
す
が
、「
最
高
の
駄

作
」と
い
う
表
現
は
ど
こ
か
落
ち
着
か
な
い
気
が
し

ま
せ
ん
か
。
意
味
は
わ
か
り
ま
す
が
・
・
・
。
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
日
本
語
の
言
い
回
し
に
関
す
る
素

朴
な
疑
問
は
、一
見
、思
い
つ
く
ま
ま
に
た
だ
例
を
並
べ

た
だ
け
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、い
ず
れ
も
実
は
言
葉

の
働
き
の
あ
る
基
本
的
な
側
面
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
情
報
伝
達
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
情
報
に
は
同
時
に
話
し
手
の
判
断
が
否
応
な
く

込
め
ら
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
大
部
分
の
場

合
に
無
意
識
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、話
し
手
自
身
も

自
分
が
判
断
を
下
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
せ
ん
。

近
年「
主
観
性
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
種

の
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
発
見
に
至
る
ま
で
に
、言
葉
の

研
究
は
長
い
試
行
錯
誤
の
時
間
を
経
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
本
書
は
、言
葉
の
科
学
の
誕
生
か
ら
今
日

ま
で
を
、言
葉
に
お
け
る
心
の
発
見
と
い
う
観
点
か
ら

辿
っ
て
み
た
も
の
で
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
語
学
研
究
を
柱
と
す
る
阿
部
教
授
に
お

い
て
、こ
の
よ
う
な
視
点
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
得
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
語
学
研
究
と
、ど
の

よ
う
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
学
者
エ
ミ
ー
ル
・
バ
ン
ヴ
ェニ
ス
ト

（
1
9
0
2̶

1
9
7
6
）の
著
作
の
監
訳
書
で
あ

る『
言
葉
と
主
体
』（
1
9
7
4
年
著
、2
0
1
3
年

監
訳
）や
、教
授
の
自
著『
言
葉
に
心
の
声
を
聞
く
』

（
2
0
1
5
年
著
）を
主
要
文
献
と
し
て
、阿
部
教

授
の
視
点
と
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

Abe  Hiroshi

Prof i l e

フランス語学・フランス文学

阿部 宏教授

１９５８年、山形県生まれ。早稲田大学第一文
学部卒・同大学文学研究科修士課程修了、
学習院大学人文科学研究科博士課程退学。
言語文化部助教授、大学院情報科学研究科
助教授を経て、２００１年、現職へ。日本フランス
語学会の編集委員・運営委員・学会誌編集責
任者、日本認知言語学会査読委員、日本フラ
ンス語フランス文学会編集委員・支部代表幹
事を歴任し、現在、日本フランス語フランス文学
会東北支部長、東北大学フランス語フランス
文学会長。専門はフランス語学、一般言語学、
言語学史、日仏英対照言語学。特に、言語に
おける主観性概念に関心がある。
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ヘ
リ
ゲ
ル
は
、同
じ
く
東
北
帝
国
大
学

法
文
学
部
の
教
員
で
あ
っ
た
小
町
谷
操

三（
1
8
9
3-

1
9
7
9
。長
野
県
出

身
）を
訪
ね
、仙
台
市
東
二
番
丁
で
道

場
を
開
い
て
い
た
阿
波
研
造
範
士
へ
の

弟
子
入
り
を
希
望
し
ま
し
た
。『
日
本
の

弓
術
』中
に
、小
町
谷
操
三
の「
ヘ
リ
ゲ
ル

君
と
弓
」の
タ
イ
ト
ル
の一
節
が
あ
り
、阿

波
研
造
の
門
下
生
と
な
り
、弓
道
に
の

め
り
込
ん
で
い
く
経
緯
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ヘリ
ゲ
ル
が
師
事
し
た
阿
波
研
造
と
は
、

阿
波
研
造
に
師
事
し
た
ヘ
リ
ゲ
ル

ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

1
9
8
1
年
か
ら
東
北
大
学
学
友
会

弓
道
部
副
部
長
、部
長
を
歴
任
し
た
池

沢
幹
彦（
1
9
6
5
年
東
北
大
学
理
学

部
卒
。
東
北
大
学
名
誉
教
授
）が
ま
と

め
た『
弓
聖 

阿
波
研
造
』（
2
0
1
2
年
。

東
北
大
学
出
版
会
）の
年
譜
に
よ
れ
ば
、

1
8
8
0
年
に
大
川
村（
現
在
の
石
巻

市
）に
生
ま
れ
、仙
台
範
士
に
師
事
し
た

後
、1
9
0
2
年
に
自
宅
裏
に
武
術
修

練
所
を
開
き
、1
9
0
9
年
に
仙
台
市

教
楽
院
丁
に
弓
道
場
を
開
い
て
師
範
と

な
り
、1
9
1
8
年
に
は
仙
台
市
内
で

移
転
し
て
東
二
番
丁
五
橋
通
に
道
場
を

フランス語研究から言語学研究へ

は
じ
め
に
：
言
語
研
究
へ
の
拡
大

開
き
、1
9
2
0
年
に
は
東
北
帝
国
大

学
の
弓
道
師
範
に
な
っ
た
と
いっ
た
流
れ

が
分
か
り
ま
す
。

　

池
沢
氏
は
、『
弓
聖 

阿
波
研
造
』の

「
序
」に
お
い
て
、「
ヘ
リ
ゲ
ル
博
士
は
ド

イ
ツ
に
帰
国
し
た
後
一九
四
八
年
に「
弓

と
禅
」と
い
う
書
物
を
著
し
た
。
こ
れ

は
阿
波
範
士
か
ら
禅
の
手
法
で
弓
道

の
指
導
を
受
け
た
経
過
を
詳
細
に
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
何
カ
国

も
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
読
ま
れ
、世

界
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。（
改
行
）

こ
の
本
の
英
訳
版
に
は
鈴
木
大
拙
博

士
に
よ
る
序
文
が
付
け
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、禅
の
入
門
書
的
な
役
割
も

果
た
し
た
。
精
神
分
析
学
の
エ
ー
リ
ッ

ヒ
・
フ
ロ
ム
の
よ
う
な
学
者
か
ら
、ア
ッ

プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
の
よ
う
な
企
業
家
ま
で
、禅

に
関
心
を
持
つ
幅
広
い
階
層
の
人
々
に

読
ま
れ
た
の
で
あ
る
。」と
記
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、本
書
の「
十
四　
ヘ
リ
ゲ

ル
の
修
行
」な
ど
に
お
い
て
、左
記
の
よ
う

に
ヘ
リ
ゲ
ル
の
修
行
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ヘ
リ
ゲ
ル
夫
妻
は
週
に
一
度
、通
訳
の
小
町
谷
操
三
教
授
と
共
に
道
場
に
や
っ

て
き
た
。
そ
の
日
は
一
般
の
門
人
は
来
な
い
よ
う
に
し
、研
造
は
妻
フ
サ
や
娘
の

ミ
ツ
に
も
グ
ス
テ
ィ（﹇
注
﹈ヘ
リ
ゲ
ル
夫
人
）の
練
習
の
手
助
け
を
さ
せ
る
こ
と

に
し
た
。
フ
サ
は
、弓
を
引
き
分
け
る
際
に
弓
と
弦
に
両
手
を
添
え
て
導
い
て

や
る「
弦
取
り
」が
上
手
で
、二
高
部
員
な
ど
か
ら
は
研
造
よ
り
う
ま
い
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

研
造
か
ら
ど
の
よ
う
な
指
導
を
受
け
た
か
に
関
し
て
、後
年
、ヘ
リ
ゲ
ル
は

ド
イ
ツ
に
帰
国
後
に
ベ
ル
リ
ン
で
講
演
を
し
た
。（
中
略
）弓
道
を
通
し
て
禅
を

学
び
た
い
と
い
う
ヘ
リ
ゲ
ル
を
指
導
し
た
方
法
は
、通
常
の
学
生
や
若
者
の
場

合
の
よ
う
に
、先
ず「
習
射
」の
段
階
で
技
術
を
教
え
、そ
の
後
に
射
裡
見
性
の

射
境
を
目
指
す
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
弓
禅
一
味

と
い
う
領
域
へ
、つ
ま
り
研
造
の
言
う
第
三
次
の
段
階
へ
、直
接
入
っ
て
行
っ
た
の

で
あ
る
。

十
四　
ヘ
リ
ゲ
ル
の
修
行

　
阿
部
教
授
は
、自
著『
言
葉
に
心
の
声
を
聞
く
』

の「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」を
、以
下
の
よ
う
に
書
き
出
し
て
い

ま
す
。

　
「
ア
ト
は
任
せ
た
」の「
ア
ト
」は
未
来
の
こ
と
で
す
が
、

「
も
う
ア
ト
は
振
り
返
ら
な
い
で
未
来
志
向
で
生
き
て

い
く
。」の「
ア
ト
」は
過
去
の
意
味
で
す
。
正
反
対
の

概
念
で
あ
る
未
来
と
過
去
が
、な
ぜ
同
じ
表
現
で
表

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
使
う
時
に
混
乱
し

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ネ
ズ
ミ
を
追
い
か
け
て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
ネ
コ
は

ネ
コ
だ
な
。」や
こ
の
否
定
の「
ネ
ズ
ミ
を
捕
ら
な
い
ネ

コ
な
ん
て
ネ
コ
じ
ゃ
な
い
！
」の
よ
う
な
文
は「
ネ
コ
＝

ネ
コ
」、あ
る
い
は
逆
の「
ネ
コ　

ネ
コ
」の
よ
う
な
ナ
ン

セ
ン
ス
な
こ
と
を
いっ
て
い
る
だ
け
で
、情
報
価
値
は
ゼ

ロ
の
は
ず
で
す
。
いっ
た
い
、こ
れ
ら
の
文
は
本
当
は
何

を
述
べ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
量
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
ご
用
命
く
だ
さ
い
。」の

「
多
少
」は「
多
」と「
少
」に
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
ま

≠
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現
在
、フ
ラ
ン
ス
語
は
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
み
な
ら
ず
、

ス
イ
ス
、ベル
ギ
ー
、カ
ナ
ダ
の
ケ
ベッ
ク
州
な
ど
で
も
話

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、特
に
ア
フ
リ
カ
で
は
約
30
か
国
で

公
用
語
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
諸
国
で
公

教
育
が
順
調
に
普
及
し
て
いっ
た
場
合
、2
0
5
0
年

く
ら
い
に
は
英
語
を
抜
い
て
世
界
で
最
も
話
者
数
の

多
い
言
語
と
な
る
、と
い
う
推
定
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
授
の
学
生
時
代（
1
9
7
0
年
代
末
〜
1
9
8
0

年
代
初
）は
、数
年
遅
れ
で
欧
米
文
化
が
日
本
に

入
って
く
る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。す
で
に
フ
ラ
ン
ス

で
は
構
造
主
義
の
流
行
は
収
束
し
て
い
た
の
で
す
が
、

1
．

  
フ
ラ
ン
ス
語
と
の
出
合
い

2
．

  

ソ
シ
ュ
ー
ル
と
の
出
合
い

日
本
の
各
大
学
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
や
フ
ラ
ン
ス
語
履

修
学
生
は
、フ
ラ
ン
ス
の
そ
の
よ
う
な
思
潮
に
漠
然
と

影
響
を
受
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。個
人
に

こ
だ
わ
る
私
小
説
的
文
学
や
心
情
の
素
朴
な
吐
露

と
し
て
の
文
学
観
を
下
に
見
て
、意
識
的
な
も
の
で

あ
れ
無
意
識
的
な
も
の
で
あ
れ
、作
者
の
戦
略
が
張

り
巡
ら
さ
れ
た
仕
組
み
と
し
て
文
学
を
と
ら
え
る
、

ま
た
そ
の
分
析
用
の
モ
デ
ル
と
し
て
言
語
学
に
興
味

を
抱
く
、と
いっ
た
よ
う
な
傾
向
で
す
。

　

阿
部
教
授
は
、そ
の
よ
う
な
流
れ
も
踏
ま
え
な
が

ら
言
語
学
へ
と
研
究
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

1
9
7
0
年
代
、学
生
時
代
に
教
授
は
、構
造
主

義
の
生
み
の
親
で
あ
る
ス
イ
ス
の
言
語
学
者
フ
ェル

デ
ィ
ナ
ン・ド・ソ
シ
ュー
ル（
1
8
5
7̶

1
9
1
3
）

の『
一
般
言
語
学
講
義
』（
小
林
英
夫
訳
、岩
波
書
店
、

1
9
7
2
）と
出
合
い
ま
し
た
。

　
「
個
の
集
積
が
体
系
を
作
る
の
で
は
な
く
、む
し

ろ
体
系
が
個
を
生
み
出
す
」、「
個
は
絶
対
的
な
も
の

で
は
な
く
、他
の
個
と
の
関
係
性
に
よ
って
価
値
が
与

え
ら
れ
る
」、「
個
の
価
値
は
変
化
し
う
る
が
、そ
の

様
相
は
事
前
に
予
想
不
可
能
で
あ
る
」と
いっ
た
ソ

シ
ュ
ー
ル
の
主
張
は
、き
わ
め
て
新
鮮
で
、言
語
学
上

の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、自
分
と
社
会
と
の
関
わ
り

の
あ
り
方
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。人
間
は

こ
う
生
き
る
べ
き
と
い
う
押
し
つ
け
が
ま
し
い
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ス
で
は
な
く
、個
人
と
社
会
と
の
関
係
は
ど

う
し
よ
う
も
な
く
こ
う
な
って
い
る
の
だ
、と
い
う
む

し
ろ
諦
念
的
な
指
摘
と
し
て
心
に
響
い
た
の
で
す
。

（
ち
な
み
に
、阿
部
学
生
に
は
こ
の
よ
う
な
ソ
シ
ュー
ル

解
釈
は
独
り
よ
が
り
な
読
み
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
思

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、後
年
、評
論
家・西
部
邁
氏
の

著
作
上
で
同
様
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
体
験
を
発
見
し
て
大

変
嬉
し
い
気
が
し
た
も
の
で
す
）。

　
ソ
シ
ュー
ル
と
の
出
合
い
が
き
っ
か
け
に
な
って
、興

味
は
文
学
か
ら
言
語
学
へ
と
移
り
、同
時
に
数
多
く

の
外
国
語
の
勉
強
が
始
ま
り
ま
し
た
。フ
ラ
ン
ス
語

や
英
語
に
加
え
て
、ド
イ
ツ
語
、デ
ン
マ
ー
ク
語
、ラ
テ

ン
語
、ギ
リ
シ
ャ
語
、サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
外
国
語
は
、全
て
紀
元
前
数
千
年
前
に

黒
海
東
岸
の
ク
バン
川
沿
い
で
話
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

る「
印
欧
語
」な
る
言
語
が
方
言
化
し
た
も
の
で

す
。例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
語
は
、印
欧
語
の
方
言
の一つ
で

あ
る
ラ
テ
ン
語
が
さ
ら
に
方
言
と
し
て
分
化
し
た
言

語
で
、イ
タ
リ
ア
語
、スペ
イ
ン
語
、ル
ー
マニ
ア
語
な
ど

と
同
系
統
で
す
。対
し
て
英
語
は
、印
欧
語
の
方
言

の一つ
で
あ
る
ゲ
ル
マ
ン
語
が
さ
ら
に
方
言
化
し
た
言

語
で
、ド
イ
ツ
語
、オ
ラ
ン
ダ
語
、デ
ン
マ
ー
ク
語
な
ど

と
同
系
統
で
す
。

■東北大学附属図書館でみられる阿部教授の主な著作等

記号を読む：言語・文化・社会　２００１年共編著（序説、言語と認知、あとがき）

エミール・バンヴェニスト『言葉と主体』　２０１３年監訳（監訳者まえがき、言葉と人間の経験　他）

フランス語学の最前線２　２０１４年執筆（過去の語りに潜在する「わたし」・「いま」・「ここ」）

ひつじ意味論講座 第３巻　モダリティⅠ：理論と方法　２０１４年執筆（フランス語のムードとモダリティ）

言葉に心の声を聞く：印欧語・ソシュール・主観性　２０１５年著

フランス語学の最前線３　２０１５年執筆（疑似主体に基づく主観性について　自由話法の仏日対照を中心に）

　

印
欧
語
の
時
代
に
は
文
字
が
な
か
っ
た
た
め
、語

彙
や
文
法
に
つ
い
て
は
、サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、ラ
テ
ン

語
、ギ
リ
シ
ャ
語
な
ど
の
紀
元
前
千
数
百
年
前
ま
で

遡
れ
る
文
字
資
料
を
基
に
推
測
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。こ
れ
は
、文
学
部
的
と
い
う
よ
り
も
、理
学
部

数
学
科
的
な
方
法
論
を
特
徴
と
す
る
研
究
で
す
。

19
世
紀
の
言
語
学
と
い
え
ば
専
ら
こ
の
研
究
で
あ

り
、こ
れ
が
言
語
の
科
学
的
研
究
の
始
ま
り
で
し
た
。

ソ
シ
ュー
ル
も
若
い
時
代
は
、こ
の
研
究
者
で
し
た
。

　

教
授
は
、『
言
葉
に
心
の
声
を
聞
く
』の
第
二
部

「
ソ
シ
ュ
ー
ル
」に
お
い
て
、以
下
の
よ
う
な
記
述
で
ソ

シ
ュー
ル
論
を
締
め
く
く
って
い
ま
す
。

　
『
一
般
言
語
学
講
義
』に
、「
言
葉
は
人
が
手
を
加

え
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、し
か
し
変
わ

ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。」と
い
う
、非
常
に
意
味
深

い一
節
が
あ
り
ま
す
。語
の
意
味
や
発
音
や
文
法
は

時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。語
彙
も
入
れ

替
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。つ
ま
り
、時
代
を
超
え
て

不
変
で
あ
る
物
理
的
法
則
と
は
異
な
り
、言
語
体

系
は
結
局
は
心
の
働
き
な
の
で
、け
っ
し
て
固
定
さ

れ
た
も
の
と
は
な
り
え
ず
、時
間
と
と
も
に
変
化
し

ま
す
。し
か
し
こ
の
変
化
は
人
間
が
人
為
的
に
引
き

起
こ
す
も
の
で
は
な
く
、言
葉
の
方
か
ら
自
然
に
生

じ
る
も
の
で
す
。人
間
が
で
き
る
こ
と
は
、常
に
受
動

的
か
つ
無
意
識
的
に
こ
れ
に
従
う
こ
と
の
み
で
す
。

　
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
言
葉
は
何
よ
り
も
心
の
現
象
で
あ

る
と
主
張
し
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
れ
ま
で
の
通
時

的
研
究
に
対
し
て
、共
時
的
研
究
の
重
要
性
を
指

摘
し
、そ
の
枠
組
み
を
基
礎
づ
け
ま
し
た
。い
わ
ば
、

個
人
が
捨
象
さ
れ
、歴
史
的
音
変
化
な
ど
の
マ
ク
ロ

な
側
面
だ
け
で
扱
わ
れ
て
い
た
言
葉
を
、本
来
的
な

各
個
人
の
心
の
世
界
の
方
に
回
復
さ
せ
た
と
い
え
ま

す
。し
か
し
、言
葉
と
の
関
連
で
彼
が
見
出
し
た
心

の
世
界
と
は
、純
粋
な
個
人
的
現
象
で
あ
り
な
が
ら

も
、当
の
個
人
の
主
体
的
な
介
入
を
拒
絶
し
、む
し

ろ
個
人
が
そ
れ
に
縛
ら
れ
操
作
さ
れ
る
よ
う
な
、冷

厳
で
強
制
的
な
規
則
に
支
配
さ
れ
た
心
の
領
域
で

あ
っ
た
、と
も
い
え
ま
す
。

ソシュール『一般言語学講義』の翻訳書（1972年 岩波書店）

ソシュールのジュネーヴ大学での授業について、学生がとったノート
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各
外
国
語
の
学
習・研
究
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、語

源
な
ど
歴
史
的
な
側
面
に
ま
で
興
味
が
広
が
り
、各

言
語
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
類
似
点
に
気
づ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、各
言
語
に
お
け
る
文
法
の
形
成
、具
体

的
に
は
機
能
語
の
語
源
に
は
か
な
り
の
共
通
性
が

あ
り
ま
す
。ラ
テ
ン
語
の
指
示
詞（
＝
英
語
のthat
）

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
定
冠
詞
に
な
り
ま
し
た
が
、紀
元

前
の
ギ
リ
シ
ャ
語
の
定
冠
詞
も
印
欧
語
で
は
指
示
詞

だ
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、前
者
は
ラ
テ
ン
語
が
ラ
テ
ン

系
の
諸
語
に
分
裂
し
た
紀
元
後
の
変
化
で
あ
る
の
に

対
し
て
、後
者
は
印
欧
語
が
ギ
リ
シ
ャ
語
に
方
言
化

し
た
紀
元
前
の
変
化
で
す
。両
者
に
は
人
的
交
流
な

ど
に
よ
る
影
響
関
係
は
全
く
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
る
い
は
、世
界
中
の
言
語
間
に「
食
べ
る
」が
受

動
態
の
文
法
的
構
成
要
素
と
な
る
傾
向
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
が
、日
本
語
で
も「
先
生
に
お
目
玉
を

〈
喰
ら
っ
た
〉」な
ど
の
表
現
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、日

本
語
の「
一
番
目
」「
二
番
目
」「
三
番
目
」な
ど
の
よ

う
に
、「
目
」が
序
数
詞
の
マ
ー
ク
と
し
て
機
能
し
て
い

る
の
も
世
界
の
諸
言
語
で
ご
く
普
通
の
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

人
類
間
に
、空
間
的
距
離
や
時
代
の
隔
た
り
を

超
え
て
伝
達
さ
れ
る
超
能
力
の
よ
う
な
働
き
を
仮

定
し
た
く
な
って
し
ま
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
？̶

こ
の

種
の
素
朴
な
が
ら
根
本
的
な
疑
問
に
、ソ
シ
ュー
ル
お

よ
び
そ
の
影
響
下
に
生
ま
れ
た
構
造
主
義
言
語
学

は
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。時
制
、副
詞
、比
較

構
文
な
ど
個
々
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
法
現
象
を
研
究

し
な
が
ら
も
、教
授
に
は
、こ
の
言
語
変
化
の
類
似
性

の
問
題
が
不
思
議
な
謎
と
し
て
ず
っ
と
心
に
引
っ
か

か
って
い
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に「
文
法
化
」と
い
う
研
究
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、1
9
9
0

年
代
の
こ
と
で
し
た
。こ
れ
ま
で
不
思
議
に
思
い
つ
つ

解
決
が
つ
か
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
、「
文
法

化
」と
い
う
観
点
を
導
入
す
る
と
う
ま
く
説
明
で
き

る
こ
と
が
分
か
り
、多
く
の
論
文
を
ま

と
め
、フ
ラ
ン
ス
関
係
以
外
の
国
内
外
の

複
数
の
学
会
で
研
究
発
表
を
行
い
、ま

た
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
と
の
比
較
や
、

日
本
語
オ
ン
リ
ー
の
研
究
な
ど
も
始
め

ま
し
た
。

　

★

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、ソ
シ
ュー
ル
と一生
の
親

交
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ・メ

イ
エ（
1
8
6
6̶

1
9
3
6
）が
、「
一
般

法
則
」と
い
う
表
現
で
、す
で
に
二
〇
世

紀
初
頭
に
こ
の
種
の
現
象
を
指
摘
し
て
い

た
の
で
す
が
、あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
ま

ま
だ
っ
た
の
で
す
。教
授
は
、『
言
葉
に
心

の
声
を
聞
く
』の「
第
五
章　

文
法
化
」

に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べて
い
ま
す
。

　

メ
イ
エ
は
、「have

＋
過
去
分
詞
」と

い
う
構
成
が
、印
欧
語
の
さ
ま
ざ
ま
な

言
語
に
お
い
て
、ま
ず
現
在
完
了
形
と

し
て
現
れ
て
き
て
、そ
の
後
し
だ
い
に
過

去
時
制
の
機
能
を
帯
び
て
い
き
、つ
い
に

は
元
か
ら
あ
っ
た
過
去
時
制
に
置
き
換
わ
っ
て
し
ま

う
と
い
う
、共
通
の
傾
向
を
発
見
し
ま
し
た
。こ
う

考
え
る
と
、英
語
の
現
在
完
了
形
と
フ
ラ
ン
ス
語
の

複
合
過
去
形
の
類
似
は
偶
然
の一
致
で
は
全
く
な
く
、

あ
る
同
一ル
ー
ト
上
の
単
な
る
進
度
の
ち
が
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。（
中
略
）

　

have

は
も
と
も
と「
〜
を
も
つ
」と
い
う
意
味
の

他
動
詞
で
す
の
で
、こ
の
変
化
の
過
程
はhave

が
語

彙
的
意
味
を
希
薄
化
し
、か
わ
り
に
文
法
的
機
能

を
獲
得
し
て
い
く
過
程
と
も
い
え
ま
す
。こ
の
よ
う

に
文
法
的
な
語
の
起
源
を
遡
っ
て
い
く
と
、ほ
と
ん

ど
必
ず
語
彙
的
な
意
味
に
行
き
着
き
ま
す
。こ
の

逆
の
、文
法
的
な
意
味
か
ら
語
彙
的
な
意
味
へ
の
変

化
は
、ご
く
わ
ず
か
の
例
外
を
除
け
ば
観
察
さ
れ
な

い
の
で
す
。し
た
が
っ
て
、こ
う
し
た
変
化
の
道
筋
を

メ
イ
エ
は「
文
法
化（gram

m
aticalization

、フ
ラ

ン
ス
語
：gram

m
aticalisation

）」と
な
づ
け
、音

変
化
、類
推
に
追
加
す
べ
き
第
三
の
通
時
的
変
化
の

原
理
と
し
て
提
示
し
ま
し
た
。
た
だ
、
ま
だ

1
9
0
6
年
の
時
点
で
は
、メ
イ
エ
は
こ
れ
に「
一
般

法
則
」と
い
う
便
宜
的
名
称
を
与
え
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
の一方
で
、ア
メ
リ
カ
で
の
動
き
に
関
し
て
は
、教

授
は
、バ
ン
ヴ
ェニ
ス
ト
の
著
作
の
監
訳『
言
葉
と
主

　

教
授
は
、『
言
葉
と
主
体
』の「
監
訳
者
ま
え
が
き
」

に
お
い
て
、

　

構
造
主
義
に
対
す
る
バ
ン
ヴ
ェニ
ス
ト
の
ス
タ
ン
ス

は
、心
理
学
で
言
わ
れ
る
両
面
価
値
的
で
も
あ
る
。一

方
で
言
語
学
の
発
展
に
お
け
る
構
造
主
義
の
多
大
な

寄
与
を
認
め
つつ
も
、他
方
で
言
語
学
で
あ
れ
、記
号

学
で
あ
れ
、記
号
の
使
用
者
の
存
在
、つ
ま
り
主
観
性

へ
の
認
識
を
欠
い
た
研
究
は
真
の
研
究
た
り
え
な
い

と
い
う
立
場
は一貫
し
て
い
る
。

と
続
け
て
い
ま
す
。「
主
観
性
」と
い
う
視
点
への
深
化

で
す
。こ
れ
に
加
え
て
教
授
は
、『
言
葉
に
心
の
声
を

聞
く
』の「
第
七
章　

主
観
性
と
は
」に
お
い
て
は
、

　

一つ
の
文
の
中
に
、情
報
と
そ
の
情
報
に
対
す
る
話

し
手
の
判
断
と
い
う
質
の
異
な
る
二
つ
の
部
分
を
区

別
で
き
る
こ
と
、後
者
に
特
化
し
た
表
現
、つ
ま
り
主

観
性
に
関
す
る
表
現
が
あ
る
こ
と
、を
述
べ
ま
し
た
。

　

主
観
性
と
は
、非
常
に
大
ざ
っ
ぱ
に
は「
心
に
関
連

し
た
性
質
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、言
葉
と
心

と
の
関
係
は
多
様
で
、主
観
性
と
い
う
語
も
結
果
的

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
帯
び
て
い
ま
す
。

と「
主
観
性
」に
つい
て
の
説
明
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

★

　

文
は
、伝
達
さ
れ
る
べ
き
情
報
の
部
分
と
、そ
の
情

報
への
コ
メ
ン
ト
の
部
分
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。例
え

ば
、「
彼
は
病
気
だ
ろ
う
」で
は「
彼
＝
病
気
」が
情
報

で
、「
だ
ろ
う
」が
コ
メ
ン
ト
で
す
。こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、

「
彼
＝
病
気
」と
い
う
情
報
の「
真
実
性
」が
ど
の
程

度
か
を
述
べ
て
い
ま
す
。「
だ
ろ
う
」は
、「
真
実
性
」を

85
％
く
ら
い
に
見
積
も
って
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ
の
種
の
コ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
機
能
は
モ
ダ
リ
テ
ィ

（m
odality

）、あ
る
い
は
最
近
の
表
現
で
は「
主
観
性
」

と
い
わ
れ
ま
す
。

　

教
授
は
、『
言
葉
に
心
の
声
を
聞
く
』の「
第
七
章

主
観
性
と
は
」に
お
い
て
、

　
つ
ま
り
主
観
的
な
表
現
と
し
て
は
、ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。大
き
く
分
け
て
少
な

く
と
も
以
下
の
3
種
類
が
区
別
で
き
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

① 

心
理
を
表
す
文
章

② 

心
理
を
表
す
語
彙

③ 

判
断
を
直
截
に
伝
え
る
形
態

（
中
略
）

　

言
葉
の
科
学
が
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
の
は
、

①
の
文
章
レ
ベ
ル
の
主
観
性
で
も
②
の
語
彙
レ
ベ
ル
の

主
観
性
で
も
な
く
、③
の
主
観
性
で
す
。（
中
略
）③

の
主
観
性
は
心
理
と
い
う
よ
り
も
話
し
手
の
心
の
介

入
で
あ
り
、こ
の
介
入
は
無
意
識
レ
ベ
ル
で
瞬
時
に
働

く
の
で
、い
ち
い
ち
話
し
手
や
書
き
手
の
顕
在
意
識
に

は
上
り
ま
せ
ん
。い
わ
ば
、言
葉
を
発
す
る
時
に
、口
の

開
き
の
程
度
や
、声
帯
の
震
え
の
有
無
、舌
の
位
置

な
ど
を
わ
れ
わ
れ
が
い
ち
い
ち
意
識
し
た
り
し
な
い

の
と
同
じ
よ
う
な
自
動
的
な
過
程
な
の
で
す
。

　

こ
う
考
え
て
く
る
と
、ブ
レ
ア
ル
の「
主
観
的
側

面
」、つ
ま
り「
た
ぶ
ん
〜
だ
ろ
う
」や「
〜
ら
し
い
」な

ど
の
話
者
の
判
断
を
表
す
表
現
、バ
ン
ヴ
ェニ
ス
ト
の

「
言
葉
の
主
観
性
」、つ
ま
り「（
僕
は
）〜
だ
と
思
う
」、

「（
僕
は
）〜
と
約
束
す
る
」の
よ
う
な
や
は
り
話
し
手

の
判
断
や
意
志
を
表
す
表
現
、時
枝（
誠
記
）の「
辞
」、

つ
ま
り「
〜
か
？
」、「
〜
だ
ろ
う
」、「
〜
し
ろ
」、「
〜

な
い
」な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
必
ず
話
し
手
が
発
話
の
責

任
主
体
と
な
る
質
問
、推
測
、命
令
、否
定
な
ど
の
表

現
こ
そ
が
、ま
さ
に
③
の
主
観
性
に
あ
た
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

と
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

★

　

語
は
、「
文
法
化
」が
進
む
と「
主
観
性
」を
表
す
よ

う
に
な
る
、と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
文
法
化
」

と「
主
観
性
」は
密
接
に
結
び
つい
た
概
念
で
す
。「
主

観
性
」の
観
点
に
立
脚
し
て
み
る
と
、表
面
的
に
は
全

く
異
な
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
語
や
英
語
な

ど
の
欧
米
語
と
日
本
語
に
お
い
て
、む
し
ろ
意
外
な
類

似
性
が
次
々
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

教
授
は
、フ
ラ
ン
ス
語
の
研
究
の
中
で
主
観
性
と
考
え

ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
例
を
見
つ
け
、対
比
す
る
形
で

日
本
語
に
関
す
る
考
察
へ
と
進
み
ま
し
た
。例
え
ば
フ

ラ
ン
ス
語
の
比
較
構
文
への
着
眼
な
ど
、フ
ラ
ン
ス
語
で

の
論
文
が
先
行
し
た
の
で
す
。し
か
し
、そ
の
発
想
の

源
に
は
日
本
語
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、日
本
語
的

な
見
方
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
見
て
い
た
か
ら
気
づい
た
の
で

は
な
い
か
、と
教
授
は
当
時
を
振
り
返
って
い
ま
す
。

　

膠
着
語
で
あ
る
日
本
語
で
は
、「
主
観
性
」に
限
ら

ず
文
法
を
担
う
要
素
が
単
位
化
し
て
顕
在
的
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、欧
米
系
の
言
語
で
は

そ
れ
が
語
彙
の
多
義
性
の一つ
と
し
て
、他
の
意
味
の
間

に
ひ
っ
そ
り
と
紛
れ
て
目
立
た
な
く
な
って
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。お
そ
ら
く
そ
の
せ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、欧
米
系
の
研
究
者
の「
主
観
性
」分
析
は
繊
細
さ

に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

★

　

2
0
1
5
年
に
ま
と
め
た『
言
葉
に
心
の
声
を
聞

く
』に
お
い
て
教
授
は
、あ
え
て
日
本
語
の
問
題
に
絞
っ

て「
主
観
性
」の
可
能
性
に
つい
て
論
じ
て
い
ま
す
。こ

の
本
で
教
授
は
、「
主
観
性
」に
は「
真
実
性
」だ
け
で

は
な
く
、同
じ
だ
け
の
重
要
性
を
も
っ
た「
望
ま
し
さ
」

と
い
う
主
観
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま

す
。

こ
の
中
で
は「
男
の
中
の
男
」「
以
上
」「
多
少
」な
ど
の

日
本
語
の
表
現
が
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、当
然
そ
れ

4
．

  「
主
観
性
」と
い
う
視
点

3
．

  「
文
法
化
」と
の
出
合
い

体
』の「
監
訳
者
ま
え
が
き
」に
お
い
て
、以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ノ
ー
ム・チ
ョ
ム
ス

キ
ー（
1
9
2
8
年
生
）に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
生

成
変
形
文
法
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
と
な
る
が
、そ
の一
領
域
た
る
生
成
意
味
論

の
枠
を
ジ
ョ
ー
ジ・レ
イ
コ
フ（
1
9
4
1
年
生
）、ロ

ナ
ル
ド・ラ
ネ
カ
ー（
1
9
4
2
年
生
）ら
が
内
部
か

ら
打
ち
破
る
形
で
打
ち
立
て
た
認
知
文
法
は
、構

造
主
義
や
生
成
変
形
文
法
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た

観
の
あ
る「
言
語
に
お
け
る
意
味
と
は
何
か
」と
い

う
問
い
そ
の
も
の
と
言
え
よ
う
。ま
た
、意
味
は
、特

定
の
共
時
態
に
お
い
て
分
析
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

外
界
認
知
と
の
関
連
に
お
い
て
、通
時
的
変
化
の
相

に
お
い
て
、類
型
論
の
観
点
か
ら
、あ
る
い
は
ま
た
話

者
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
が
、「
主
観
性・主
体
性

（subjectivity

）」、「
文
法
化（gram

m
aticalization

）」、

「
概
念
メ
タ
フ
ァ
ー（conceptual m

etaphor

）」、「
意

味
拡
張（sem

antic extension

）」な
ど
の
概
念
で
あ

る
が
、こ
れ
ら
は
ブ
レ
ア
ル
、メ
イ
エ
、シ
ャ
ル
ル・バ
イ
イ

（
1
8
6
5̶

1
9
4
7
）ら
に
よ
る
伝
統
的
フ
ラ
ン

ス
語
学
の
意
味
研
究
の
系
譜
に
お
い
て
19
世
紀
末
、

あ
る
い
は
２
０
世
紀
初
頭
か
ら
す
で
に
萌
芽
的
形
態

で
提
唱
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、バ
ン
ヴ
ェニ
ス
ト
の

一般
言
語
学
研
究
が
ま
さ
に
関
心
を
寄
せ
る
テ
ー
マ
で

も
あ
る
の
で
あ
る
。そ
の
意
味
で
、本
書
や『
諸
問

題
』は
、現
代
の
言
語
研
究
は
常
に
こ
こ
に
立
ち
戻
り
、

発
想
を
汲
み
取
り
発
展
さ
せ
る
べ
き
源
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

　
バン
ヴ
ェニ
ス
ト
の
翻
訳
は
引
き
受
け
て
か
ら
完
成

ま
で
に
10
年
近
く
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、こ

の
間
で
の
最
も
大
き
な
収
穫
は
、言
語
学
の
み
な
ら

ず
内
外
の
文
学
研
究
の
世
界
に
も
大
き
な
議
論
を

巻
き
起
こ
し
た
彼
の
時
制
論
は
、『
言
葉
と
主
体
』に

収
録
さ
れ
た
論
文「
言
葉
と
人
間
の
経
験
」で
述
べ

ら
れ
た
彼
の
時
間
論
概
念
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、ま
た
こ
の
時
間
論
は
日
本
で
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
マ
ク
タ
ガ
ー

ト（
1
8
6
6̶
1
9
2
5
）に
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
発
見
し
た
こ
と
で
す
。

エミール・バンヴェニスト『言葉と主体』の翻訳書（2013年 岩波書店）
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日本学研究に関する講演の様子

教
授
は
、フ
ラ
ン
ス
語
の
研
究
の
中
で
主
観
的
と
考
え

ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
例
を
見
つ
け
、対
比
す
る
形
で

日
本
語
に
関
す
る
考
察
へ
と
進
み
ま
し
た
。例
え
ば
フ

ラ
ン
ス
語
の
比
較
構
文
への
着
眼
な
ど
、フ
ラ
ン
ス
語
で

の
論
文
が
先
行
し
た
の
で
す
。し
か
し
、そ
の
発
想
の

源
に
は
日
本
語
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、日
本
語
的

な
見
方
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
見
て
い
た
か
ら
気
づい
た
の
で

は
な
い
か
、と
教
授
は
当
時
を
振
り
返
って
い
ま
す
。

　

膠
着
語
で
あ
る
日
本
語
で
は
、「
主
観
性
」に
限
ら

ず
文
法
を
担
う
要
素
が
単
位
化
し
て
顕
在
的
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、欧
米
系
の
言
語
で
は

そ
れ
が
語
彙
の
多
義
性
の一つ
と
し
て
、他
の
意
味
の
間

に
ひ
っ
そ
り
と
紛
れ
て
目
立
た
な
く
な
って
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。お
そ
ら
く
そ
の
せ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、欧
米
系
の
研
究
者
の「
主
観
性
」分
析
は
繊
細
さ

に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
語
の
研
究
か
ら
始
ま
って
い
る
教
授
の
研
究

成
果
は
、フ
ラ
ン
ス
語
、日
本
語
な
ど
で
発
表
す
る
と
同

時
に
、ヨ
ー
ロッパ
や
ア
ジ
ア
各
地
で
開
か
れ
る
学
会
な

ど
で
も
発
表
、講
演
す
る
機
会
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
2
0
0
7
年
に
は
、ポ
ー
ラ
ン
ド（
ク
ラ
ク

フ
）の
ヤ
ゲ
ッ
フ
ォ
大
学
と
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
共

催
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、日
本
語
で

「
日
本
語
に
お
け
る「
望
ま
し
さ
」概
念
に
つい
て
」を

発
表
。論
文
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
で
あ
る

『C
ivilisation of Evolution C

ivilisation of 
Revolution M

etam
orphoses in Japan 

1
9
0
0

̶

2
0
0
0
』に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

★

　

2
0
1
5
年
に
ま
と
め
た『
言
葉
に
心
の
声
を
聞

く
』に
お
い
て
教
授
は
、あ
え
て
日
本
語
の
問
題
に
絞
っ

て「
主
観
性
」の
可
能
性
に
つい
て
論
じ
て
い
ま
す
。こ
の

本
で
教
授
は
、「
主
観
性
」に
は「
真
実
性
」だ
け
で
は

な
く
、同
じ
だ
け
の
重
要
性
を
も
っ
た「
望
ま
し
さ
」と

い
う
主
観
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
は「
男
の
中
の
男
」「
以
上
」「
多
少
」な
ど

の
日
本
語
の
表
現
が
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、当
然
そ

れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
や
英
語
の
表
現
が

あ
り
、そ
れ
ら
に
つい
て
は
内
外
の
学
術
誌
で
個
別
の

論
文
を
発
表
し
て
い
ま
す
。併
読
し
て
み
れ
ば
、系
統

関
係
も
な
い
は
ず
の
フ
ラ
ン
ス
語・英
語
と
日
本
語
と

の
類
似
性
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。教
授
が

日
本
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ・ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、日
本
語

を
通
し
て
欧
米
語
を
観
察
す
る
視
点
を
持
て
た
か
ら

こ
そ
の
発
見
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、教
授
は『
言
葉
に
心
の
声
を
聞
く
』の

「
第
三
部　

主
観
性
」の「
第
六
章　

言
葉
を
話
す
人

間
」に
お
い
て
、バン
ヴ
ェニス
ト
よ
り
も
早
く
言
葉
に
お

け
る
主
観
性
に
つ
て
考
察
を
行
っ
た
日
本
人
と
し
て
、

国
語
学
者・時
枝
誠
記（
1
9
0
0̶

1
9
6
7
）に

言
及
し
、

　

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、時
枝
が
表
現
レ
ベ
ル
に

具
体
的
に「
辞
」が
現
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、言
葉

の
背
後
に
は
常
に
話
し
手
の
判
断
が
潜
在
し
て
い
る

の
だ
、と
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
う
見
て
く
る
と
、

ブ
レ
ア
ル
や
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
と
時
枝
は
、フ
ラ
ン
ス

と
日
本
と
い
う
文
化
圏
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
て

も
、言
葉
に
お
け
る
主
観
性
と
は
何
か
、と
い
う
同

種
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
、基
本
的
に
同

様
の
結
論
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、教
授
に
は
い
ま
、ヨ
ー

ロッパで
は「
日
本
学
」が
盛
ん
に
な
って
い
る
と
い
う
印

象
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

1
9
7
3
年
に「
ヨ
ー
ロッパ
日
本
学
研
究
協
会（EA

JS :
T
he European A

ssociation for Japanese 
Studies

）」と
い
う
組
織
が
結
成
さ
れ（
事
務
局
：
ド

イ
ツ・ベル
リ
ン
自
由
大
学
）、2
0
0
0
年
に
は
ヨ
ー

ロッパの
日
本
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

た
め
の「PhD

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
7
年
9
月
に
は
3
年
に
1
度
の
協
会
総

会
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
開
か
れ
る
予
定
と

な
って
お
り
、教
授
も
参
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

5
．

  

ヨ
ー
ロッ
パ
の「
日
本
学
研
究
」と
の
連
携

（
1
8
6
5̶

1
9
4
7
）を
紹
介
し
、以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

彼
は
そ
の
著
書『
一
般
言
語
学
と
フ
ラ
ン
ス
言
語

学
』（
1
9
6
5
）の
中
で
、だ
い
た
い
以
下
の
よ
う

な
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
文
に
は
常
に
話
し
手
の
積
極
的
関
与
が
あ
る
。

つ
ま
り
、例
え
ば「
雨
が
降
る
」と
い
う
事
態
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
確
実
と
思
う
か
そ
う
思
わ
な

い
か
、歓
迎
す
る
か
嫌
が
る
か
、起
こ
る
こ
と
を
期
待

す
る
か
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
期
待
す
る
か
、の
3
種

類
の
関
与
で
あ
る
。こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
事
実
判

断
」、「
価
値
判
断
」、「
意
志
」の
作
用
で
あ
る
。」

（
中
略
）

　

バ
イ
イ
が
言
及
し
た
3
種
の
主
観
性
、「
事
実
判

断
」、「
価
値
判
断
」、「
意
志
」で
す
が
、「
事
実
判
断
」

は「
真
実
性
」に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ま

し
た
。ま
た
、「
価
値
判
断
」と
は
、あ
る
事
態
に
つ
い

て
話
し
手
が
そ
れ
を「
望
ま
し
い
」と
と
ら
え
る
か
、

「
望
ま
し
く
な
い
」と
と
ら
え
る
か
、と
い
う
働
き
、

「
意
志
」と
は
、あ
る
事
態
に
つい
て
話
し
手
が
そ
の
成

立
を
求
め
る
か
求
め
な
い
か
、と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
後
者
の
2
つ
の
主
観
性
は
、「
真
実
性
」と
比

肩
さ
れ
る
重
要
性
を
も
っ
た
も
の
で
す
が
、こ
れ
ま

で
個
別
の
現
象
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
主
観
性
に
関
わ

る
よ
う
な
散
発
的
な
指
摘
は
さ
れ
て
も
、残
念
な

が
ら
い
ま
だ
体
系
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

特
に「
望
ま
し
さ
」に
つ
い
て
は
、そ
の
存
在
す
ら
ほ

と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。し
か
し
、こ

の
主
観
性
を
仮
定
す
る
こ
と
で
、説
明
可
能
と
な

る
現
象
は
き
わ
め
て
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

『Civilisation of Evolution Civilisation of Revolution Metamorphoses in Japan 
  1900-2000』

と
ま
と
め
て
い
ま
す
。教
授
は
、さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
、江
戸
時
代
の
国
学
者・鈴
木
朗（
1
7
6
4̶

1
8
3
7
）と
い
う
人
物
が
、言
葉
に
は
心
の
声
を

表
す
一
部
の
特
殊
な
表
現
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
こ

と
に
も
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
察
は
、フ
ラ
ン
ス
語
で
は
例
え
ば

「A
 propos de l'hétérogénéité de la phrase 

contradictoire en français

」と
題
し
、ブ
レ
ア
ル

や
時
枝
に
も
ふ
れ
た
論
文
と
な
り
、ス
ペ
イ
ン
で
発

行
さ
れ
て
い
る
論
文
集『AC

TAS 
D
EL 

XX 　

 
C
O
N
G
R
E
S
O
 
IN
TE
R
N
A
C
IO
N
A
L 
D
E
 

LIN
G
Ü
IS
T
IC
A
 Y
 D
E
 F
ILO

LO
G
IA
 

RO
M
AN
IC
AS

』に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
授
は
、『
言
葉
に
心
の
声
を
聞
く
』の「
第
四
部

　

望
ま
し
さ
」の
冒
頭
、「
第
八
章「
最
高
」」の一
節

で
、ソ
シ
ュ
ー
ル
の
教
え
子
で
あ
る
シ
ャ
ル
ル・バ
イ
イ

Ⅵ『ACTAS DEL XXⅥ CONGRESO INTERNACIONAL DE LINGÜISTICA Y DE 
  FILOLOGIA ROMANICAS』
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